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介護支援専門員の最終目標（主任更新研修アウトカム） ｐ６

①介護保険制度の知識
社会の変動・将来予測／介護の社会化／
高齢者・障がい者の生活ニーズ・支援

②コミュニケーション
相談面接力／伝える力／プレゼンテーション／

相手から学ぶ力

③ケアマネジメント実践力
アセスメント能力／プランニング能力／
コーディネート能力／モニタリング能力

④多職種協働チーム活用力
医療看護の知識／保健予防の知識／

リハビリテーションの知識／
医療・介護サービスとの連携と活用

⑤省察的思考力
経験の意味づけ／失敗に学ぶ／

自己理解／視野の拡大

⑥生涯学習・教育力
学習課題の発見／基本の反復／

スーパービジョン

⑦プロ意識と倫理
自立支援／職業倫理／使命感／

信念形成／タフネス向上

⑧地域アプローチ
コミュニティソーシャルワーク／地域把握力／
ネットワーク形成力／保険者への政策提言
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推進連携加算
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リハビリテーションの視点でアセスメントができているか

健康状態

心身機能・構造

体の働きや精神の働き、また
体の一部のこと

（生物・生命レベル）

活 動 参 加

社会的な出来事に関与した
り、役割を果たすこと

（社会・人生レベル）

環境因子 個人因子

生活機能

促進因子 阻害因子

能力
（できる
活動）

実行状況
（してい
る活動）

リハ、介護等の質、ケアプランの質
福祉用具、改修、装具等

機能回復訓練等
模擬動作訓練等

活動向上訓練
介護

社会参加促進支援

参考文献：大川弥生、「新しいリハビリテーション」
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福祉用具、住宅改修の必要性、適正な利用

指導助言のポイント
・「できること」が増えるか。
・「していること」が安全になるか。
・介護負担軽減につながっているか。
・リスク管理。使用法が自己流になっていないか。
・身体機能の変化により、不適合が起きていないか。
・消耗品などに不具合はないか。
・住宅改修の設備などに不具合はないか。
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要介護の入り口としての『サルコペニア』

サルコペニア（筋肉減少症）

外出頻度減少

認知症

転倒・
骨折

食欲低下

要介護状態
口腔サルコペニアを
基盤とする（オーラルフレイル）

口腔機能
低下

基礎代謝
低下

たんぱく質
摂取不足

低栄養
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『食支援』と『口腔機能管理』

ADL活動参加の支援
（食事）

食事づくり支援

食べる機能支援

家事動作、活動支援

物理的環境支援

家族介護者等の支援

食形態、食事の内容

口腔機能支援

環境・用具の調整
食べることの意味・価値
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